
BC634 ▶▶
｜

626
625 ▶▶新バビロニア王国建国
｜

612 ▶▶アッシリア王国滅亡：新バビロニアとメディアの連合軍によって首都ニネベを占領され、滅亡。
｜

606
605 �ネブカドネツァル２世即位（新バビロニア王国の第２代王、在位：BC605～BC562）
604
603
602
601
600
599
｜

563
562
561 �アメル・マルドゥク即位（新バビロニア王国の第３代王、在位：BC562～BC560）
560
559 �ペルシア、キュロス２世即位（アケメネス朝ペルシアの初代国王、在位：BC559～BC530）
558 �ネルガル・シャレゼル即位（新バビロニア王国の第４代王、在位：BC560～556）
557
556 �ラバシ・マルドゥク即位（新バビロニア王国の第５代王、在位：BC556）
555 �ナボニドス即位（新バビロニア王国最後の王、在位：BC555～BC539）
554
553
552
551
550
549
｜

540
539
538 新バビロニア王国滅亡／バビロン陥落（BC539）
537
536
535
534
533
532
531
530
529 �カンビュセス２世即位（在位：BC530～BC522）
528
｜

524
523
522 �ダレイオス１世即位（在位：BC522～BC486）28歳頃
521
520
519
518
｜

488
487
486
485 �クセルクセス１世即位（在位：BC486～BC465）→王妃：エステル（エステル記2：16）
｜

466
465
464 �アルタクセルクセス１世即位（在位：BC465～BC424）
｜

425
424 ⒸH.Taniguchi2019

新バビロニアおよびペルシアの王・在位等に関する相関歴史年表（期間：BC634年～BC424年）

㊟メディア人ダレイオスは62歳で王国を継いだ(ダニエル書6：1)とあり、ダレイオス１世とは異なる。
→メディア人ダレイオスは、ダニエル書6：1、9：1のみに登場する人物である。

�ダレイオス１世出生（BC550頃）

�ダレイオス１世死去　

�クセルクセス１世死去

�クセルクセス１世出生（BC519）

�ネブカドネツァル２世出生（父：新バビロニア王国の建国者ナボポラッサル王）

�ネブカドネツァル２世死去

�ナボニドス（新バビロニア王国最後の王）死去（？）、�ベルシャツァル死去

�ナボポラッサル王死去（BC605）に伴い、

�キュロス２世死去

ペルシア軍により捕らえられた父ナボニドスが特赦されたのとは異なり、
ベルシャツァルはバビロン陥落の夜に殺された。

�ペルシア、キュロス２世出生(？)→父：キュロス１世の子、カンビュセス１世、母：マンダネ

ナボポラッサルによりメソポタミア南部のバビロニア(カルデア)を中心に建国(BC625)され、
アケメネス朝ペルシアのキュロス２世によって征服(BC539)されるまで、地中海沿岸地域に至
る広大な領土を支配した帝国

アケメネス朝（ペルシア）
アケメネス朝は、キュロス2世により、メディア王国、リディア王国、新バビロニア王国を滅ぼし、新バビロニア王国により
移住させられたユダヤ人を解放し、バビロン捕囚を終焉させた。キュロス2世の息子カンビュセス2世（BC530～522）により、
エジプトを併合して、古代オリエント世界を統一した。ダレイオス1世がペルシア戦争を起こしたが敗北した。
ダレイオス3世（BC336～330）のときマケドニアのアレクサンドロスにより征服され滅亡した。

（在位：BC580～BC559）（在位：BC640～BC580）

（ユダヤ人モルデカイの養女 エステル記2：7）

→ユダの王ヨヤキム（在位：BC609～598）が即位して三年目（→BC606）のことであった。
バビロンの王ネブカドネツァルが攻めて来て、エルサレムを包囲した（ダニエル書1：1～6）。

→BC605、ダニエル、バビロンに捕囚となる（ネブカドネツァルの在位期を考慮するとBC605頃と考えられる）。

（ゼファニア書2：13）

（カルデア王国）


